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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年11月24日(2016.11.24)

【公表番号】特表2016-532186(P2016-532186A)
【公表日】平成28年10月13日(2016.10.13)
【年通号数】公開・登録公報2016-059
【出願番号】特願2016-525473(P2016-525473)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/01     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/01     ５１０　
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ３１０Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月5日(2016.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティング・デバイスが、前記コンピューティング・デバイス上のＮ個のセン
サからのリアルタイム・センサ・データを受信する工程であって、前記リアルタイム・セ
ンサ・データは、前記コンピューティング・デバイスのユーザによって引き起こされる前
記コンピューティング・デバイスの物理的状態における遷移に対応する、工程と、
　前記コンピューティング・デバイスが、前記Ｎ個のセンサの各々からの前記リアルタイ
ム・センサ・データに対して線形関数を適用する工程と、
　前記コンピューティング・デバイスが、導関数を含むＮタプルに基づいてベクトルを決
定する工程と、
　前記コンピューティング・デバイスが、前記ベクトルをＮ－１次元を有する所定の超平
面と比較する工程と、
　前記コンピューティング・デバイスが、前記比較に基づいて、前記遷移が、
　　前記ユーザによる前記コンピューティング・デバイスの１または複数の所定の差し迫
った使用のうちのいずれかに対応するイベントであるか、または、
　　前記ユーザによる前記コンピューティング・デバイスの前記所定の差し迫った使用の
うちのいずれにも対応しない非イベントであるか
　を決定するイベント決定工程と
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記コンピューティング・デバイスが、ソーシャルネットワーキング・システムのコン
ピューティング・デバイスから、前記所定の超平面を定義するデータを受信する工程をさ
らに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンピューティング・デバイスが、ソーシャルネットワーキング・システムのコン
ピューティング・デバイスに前記リアルタイム・センサ・データを送る工程と、
　前記コンピューティング・デバイスが、前記ソーシャルネットワーキング・システムの
前記コンピューティング・デバイスからの前記リアルタイム・センサ・データに少なくと
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も部分的に基づいて、前記所定の超平面を再定義する更新済みデータを受信する工程と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記線形関数は、フィルタリング関数、導関数、ヘヴィサイド関数もしくはシグモイド
関数の畳み込み、または、これらの任意の組み合わせを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記コンピューティング・デバイスは、モバイル・コンピューティング・デバイスであ
り、
　前記差し迫った意図される使用は、前記ユーザと前記モバイル・コンピューティング・
デバイスとの間の物理的な接触に対応し、
　前記所定の関数は、前記モバイル・コンピューティング・デバイスの電源をオンにする
ことを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記センサのうちの１または複数は、タッチ・センサ、ジャイロスコープ、加速度計、
光学近接センサ、環境光センサ、または、これらの任意の組み合わせを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記比較は、
　前記コンピューティング・デバイスが、前記ベクトルおよび前記所定の超平面のドット
積を計算することと、
　前記コンピューティング・デバイスが、前記ドット積の計算に少なくとも部分的に基づ
いて、前記所定の超平面に対する前記ベクトルの位置を決定することと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記イベント決定工程は、前記コンピューティング・デバイスが、前記ベクトルの前記
位置が前記所定の超平面の、前記所定の差し迫った使用に関連付けられているトレーニン
グ・データと同じ側に存在すると決定する工程を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ソフトウェアを具現する１または複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体であって
、前記ソフトウェアは、実行時、
　コンピューティング・デバイス上のＮ個のセンサからのリアルタイム・センサ・データ
を受信する工程であって、前記リアルタイム・センサ・データは、前記コンピューティン
グ・デバイスのユーザによって引き起こされる前記コンピューティング・デバイスの物理
的状態における遷移に対応する、工程と、
　前記Ｎ個のセンサの各々からの前記リアルタイム・センサ・データに対して線形関数を
適用する工程と、
　導関数を含むＮタプルに基づいてベクトルを決定する工程と、
　前記ベクトルをＮ－１次元を有する所定の超平面と比較する工程と、
　前記比較に基づいて、前記遷移が、
　　前記ユーザによる前記コンピューティング・デバイスの１または複数の所定の差し迫
った使用のうちのいずれかに対応するイベントであるか、または、
　　前記ユーザによる前記コンピューティング・デバイスの前記所定の差し迫った使用の
うちのいずれにも対応しない非イベントであるか
　を決定するイベント決定工程と
　を行うように構成されている、媒体。
【請求項１０】
　前記ソフトウェアは、ソーシャルネットワーキング・システムのコンピューティング・
デバイスから、前記所定の超平面を定義するデータを受信する工程を行うようにさらに構
成されている、請求項９に記載の媒体。
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【請求項１１】
　前記ソフトウェアは、
　ソーシャルネットワーキング・システムのコンピューティング・デバイスに前記リアル
タイム・センサ・データを送る工程と、
　前記ソーシャルネットワーキング・システムの前記コンピューティング・デバイスから
の前記リアルタイム・センサ・データに少なくとも部分的に基づいて、前記所定の超平面
を再定義する更新済みデータを受信する工程と
　を行うようにさらに構成されている、請求項９に記載の媒体。
【請求項１２】
　前記線形関数は、フィルタリング関数、導関数、ヘヴィサイド関数もしくはシグモイド
関数の畳み込み、または、これらの任意の組み合わせを含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１３】
　前記コンピューティング・デバイスは、モバイル・コンピューティング・デバイスであ
り、
　前記差し迫った意図される使用は、前記ユーザと前記モバイル・コンピューティング・
デバイスとの間の物理的な接触に対応し、
　前記所定の関数は、前記モバイル・コンピューティング・デバイスの電源をオンにする
ことを含む、
　請求項９に記載の媒体。
【請求項１４】
　前記センサのうちの１または複数は、タッチ・センサ、ジャイロスコープ、加速度計、
光学近接センサ、環境光センサ、または、これらの任意の組み合わせを含む、請求項９に
記載の媒体。
【請求項１５】
　前記ソフトウェアは、
　前記ベクトルおよび前記所定の超平面のドット積を計算することと、
　前記ドット積の計算に少なくとも部分的に基づいて、前記所定の超平面に対する前記ベ
クトルの位置を決定することと
　を行うようにさらに構成されている、請求項９に記載の媒体。
【請求項１６】
　前記ソフトウェアは、前記ベクトルの前記位置が前記所定の超平面の、前記所定の差し
迫った使用に関連付けられているトレーニング・データと同じ側に存在すると決定する工
程を行うようにさらに構成されている、請求項１５に記載の媒体。
【請求項１７】
　前記ソフトウェアは、
　前記ベクトルおよび前記所定の超平面のドット積を計算することと、
　前記ドット積の計算に少なくとも部分的に基づいて、前記所定の超平面に対する前記ベ
クトルの位置を決定することと
　を行うようにさらに構成されている、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記ソフトウェアは、前記ベクトルの前記位置が前記所定の超平面の、前記所定の差し
迫った使用に関連付けられているトレーニング・データと同じ側に存在すると決定する工
程を行うようにさらに構成されている、請求項１７に記載の媒体。
【請求項１９】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されソフトウェアを具現する１または複数の非一時的なコンピュ
ータ可読記憶媒体と、
　を備えるデバイスであって、前記ソフトウェアは、
　前記デバイス上のＮ個のセンサからのリアルタイム・センサ・データを受信する工程で
あって、前記リアルタイム・センサ・データは、前記デバイスのユーザによって引き起こ
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される前記デバイスの物理的状態における遷移に対応する、工程と、
　前記Ｎ個のセンサの各々からの前記リアルタイム・センサ・データに対して線形関数を
適用する工程と、
　導関数を含むＮタプルに基づいてベクトルを決定する工程と、
　前記ベクトルをＮ－１次元を有する所定の超平面と比較する工程と、
　前記比較に基づいて、前記遷移が、
　　前記ユーザによる前記デバイスの１または複数の所定の差し迫った使用のうちのいず
れかに対応するイベントであるか、または、
　　前記ユーザによる前記デバイスの前記所定の差し迫った使用のうちのいずれにも対応
しない非イベントであるか
　を決定するイベント決定工程と
　を行うように構成されている、デバイス。
【請求項２０】
　前記ソフトウェアは、ソーシャルネットワーキング・システムのコンピューティング・
デバイスから、前記所定の超平面を定義するデータを受信する工程を行うようにさらに構
成されている、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記ソフトウェアは、
　ソーシャルネットワーキング・システムのコンピューティング・デバイスに前記リアル
タイム・センサ・データを送る工程と、
　前記ソーシャルネットワーキング・システムの前記コンピューティング・デバイスから
の前記リアルタイム・センサ・データに少なくとも部分的に基づいて、前記所定の超平面
を再定義する更新済みデータを受信する工程と
　を行うようにさらに構成されている、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記線形関数は、フィルタリング関数、導関数、ヘヴィサイド関数もしくはシグモイド
関数の畳み込み、または、これらの任意の組み合わせを含む、請求項１９に記載のデバイ
ス。
【請求項２３】
　前記デバイスは、モバイル・コンピューティング・デバイスであり、
　前記差し迫った意図される使用は、前記ユーザと前記デバイスとの間の物理的な接触に
対応し、
　前記所定の関数は、前記デバイスの電源をオンにすることを含む、
　請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記センサのうちの１または複数は、タッチ・センサ、ジャイロスコープ、加速度計、
光学近接センサ、環境光センサ、または、これらの任意の組み合わせを含む、請求項１９
に記載のデバイス。
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